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トリニダード・トバゴ月間情勢報告 

（２０２４年３月） 

 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

３月のトリニダード・トバゴの内政、経済、外交月間報告は以下の通り。 

 

１ 概況 

●２月７日にトバゴ島南部沖合で発生した船舶の転覆及び油の流出事件に関し、

オーガスティン・トバゴ島行政長官は、回収作業は今後６～８か月間、総額約１，

５００万ＴＴドル（約２２０万米ドル）をかけて行われる見込みであると発表。 

●ベックルス計画・開発相とゴールドファイン米州開発銀行（ＩＤＢ）総裁は、

ＴＴにおけるデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）促進に向けて、４，２

００万米ドルの第一回個別融資を含む総額９，０００万米ドルの条件付クレジ

ットラインに署名。 

●ＩＭＦはＴＴに対する４条協議を終え、同国の２０２４年の経済成長率は、非

エネルギー部門や新たに開始するエネルギー・プロジェクトにより２．４％を記

録する見込みであると発表。 

●エネルギー産業省の最新データによると、２０２３年１１月のＴＴの原油生

産量は日量平均４９，６０３バレルとなり、１９６２年に同国が独立して以来初

めて日量５万バレル（bo/d）を下回った。 

 

２ 内政 

●（１日、５日報道）２月７日にトバゴ島南部沖合で発生した船舶の転覆及び油

の流出事件に関し、オーガスティン・トバゴ島行政長官は、回収作業は今後６～

８か月間、総額約１，５００万ＴＴドル（約２２０万米ドル）をかけて行われる

見込みであると発表。 

●（３日報道）トバゴ島南部沖合で転覆した船舶から流出した油がオランダ領ボ

ネール島に到達したことを受け、オランダ軍が同島に派遣され浜辺における油

の回収作業を実施。 

●（４日報道）１．６５億ＴＴドル（約２，４１７万米ドル）のコロンビア産高

級マリファナと１，９００万ＴＴドル（約２７８万米ドル）のコカインが、トリ

ニダード島南西端のセドロス地区で発見され、警察により押収された。 

●（８日報道）トバゴ島沖合で発生した油流出事件に関し、トバゴ緊急事態管理

局（ＴＥＭＡ）とエネルギー省は、油の流出源が海水により塞がれ、更なる流出

が阻止されたと発表。 
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３ 経済 

●（５日、７日報道）ラテンアメリカ・カリブ開発銀行（ＣＡＦ）は、トバゴ島

沖合における油流出事件による被害軽減に向け、ＴＴに対して２５万米ドルの

寄付を承認。 

●（７日、１２日報道）ベックルス計画・開発相とゴールドファイン米州開発銀

行（ＩＤＢ）総裁は、ＴＴにおけるデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）

促進に向けて、４，２００万米ドルの第一回個別融資を含む総額９，０００万米

ドルの条件付クレジットラインに署名。 

●（１２日報道）ＩＭＦはＴＴに対する４条協議を終え、同国の２０２４年の経

済成長率は、非エネルギー部門や新たに開始するエネルギー・プロジェクトによ

り２．４％を記録する見込みであると発表。 

●（２１日報道）ＴＴのモンセラット・カカオ農家協同組合社（Montserrat Cocoa 

Farmers Cooperative Society Ltd (MCF)）によると、国内の乾燥カカオ豆の生

産量は気候変動の影響により年々激減している。同社は２０２０年には６２．５

トンのカカオ豆を輸出したが、２０２１年には３７．５トン、２０２２年は２５

トン、２０２３年は１２トンに減少。 

●（２７日報道）エネルギー産業省の最新データによると、２０２３年１１月の

ＴＴの原油生産量は日量平均４９，６０３バレルとなり、１９６２年に同国が独

立して以来初めて日量５万バレル（bo/d）を下回った。 

 

４ 外交 

●（３日外務省発表）１日にセントビンセントの首都キングスタウンで第８回ラ

テンアメリカ・カリブ諸国共同体（ＣＥＬＡＣ）首脳会合が開催され、ブラウン

外相がローリー首相の代理として出席。 

●（３日外務省発表）ＣＥＬＡＣ首脳会合の傍ら、ＴＴ政府とペルー政府は政治

協議メカニズムの確立に関する覚書に署名。同覚書の目的は、両国が定期的に政

治協議を開催し二国間関係の現状を確認すると共に、両国間関係を強化するた

めの方策について理解を深め、相互の関心事項に関して意見交換を行うこと。今

後同協議は隔年開催される予定。 

●（１２日報道）在ＴＴ日本国大使館は、同国の西インド諸島大学においてアニ

メ産業に関する講演会を実施し、２５０名以上の参加者を記録。 

●（２２日報道）ゴピ＝スクーン貿易・産業相は１週間ガーナを訪問し、アシャ

ンティ王国のアサンテヘネ・オトゥムフォ・オセイ・トゥトゥ王と会談を実施。

同大臣は両国の更なる協力関係強化への意気込みを示した。さらに同大臣はハ

モンド通商産業相とも会談し、両国間の貿易機会に関して協議を実施。今回の訪
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問中、ＴＴ製造業者協会（Trinidad and Tobago Manufacturers' Association 

(TTMA)）とガーナ産業協会は覚書に調印し、ゴピ＝スクーン貿易・産業相はその

証人となった。 


